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大孔径ろ過膜による新世代のプール循環ろ過システム 

「メガフローF シリーズ」を開発・発売 

 

 化学メーカーの㈱クラレ（本社：大阪市、社長：和久井康明）は、このほど大孔径ろ過

膜をカートリッジに使った新世代のプール循環ろ過システム「メガフローF シリーズ」を開

発し、９月初旬より小・中・高校・大学のプール、公営プール、民間施設のプール用など

に本格発売します。従来家庭用浄水器などに使われていた精密ろ過用の中空糸膜孔径（０．

１ミクロン）のプールへの転用では、過剰品質でコストも高くなるという難点がありまし

た。そこで、「より大流量」をコンセプトに、約２０倍にあたる２．５ミクロンという大孔

径の中空糸ろ過膜を独自に開発したものです。この「メガフローF シリーズ」はコンパクト

で全自動のため操作が簡単、ランニングコストも低く透明度が非常に高いプールの運営が

できる画期的なシステムです。 
 
 現在、プールに採用されている循環ろ過システムには、砂や珪藻土といったろ材が使用

されています。これらは、装置が大きく操作が面倒な上、ろ材の交換時には多量の使用済

みの砂や珪藻土の廃棄処理が必要でした。また、プール水の透明度がなかなか上がらず民

間施設のプールなどでは凝集剤を投与する必要がありました。 
この砂や珪藻土を使用したシステムは、循環ろ過システムが世に出て以来３０年もの間

採用されており、当社はこの領域に大孔径ろ過膜という新技術を導入することにより、新

世代の循環ろ過システムを広めようとするものです。 
 
この「メガフローF シリーズ」には、孔径が２．５ミクロンの中空糸膜が使用されており、

従来の砂ろ過の隙間の５～１０ミクロンよりも細かいため、今まで取れなかったプールの

濁り成分を凝集剤などの薬剤を投入することなく簡単に除去することができます。また、

ろ材の取り替えは、砂ろ過などと違って直径９ｃｍ長さ５０ｃｍのカートリッジの交換だ

けで済み、使用済みのカートリッジも焼却するだけで簡単に処理できます。運転は全自動

で管理されているため、ろ過されたプール水の水質も均一になります。 
ろ材が目詰まりすると「逆洗」と呼ばれる操作が必要ですが、従来のろ過器ではプール

の水を大量に逆流させて不純物を取り除くために、減った水の補給が必要であり水資源の

浪費でした。また、プールの不純物はろ過器内に付着させて逆洗時まで貯めておくため、

これらの不純物の消毒に必要以上の消毒剤を投与せねばならず肌の敏感な人などにはネッ

クとなっていました。「メガフローF シリーズ」ではこの逆洗操作を空気で行うため、水資

源の節減や上下水道代の削減になります。また、電気代も削減できます。 
 
当社では、従来の砂や珪藻土といったろ材を使用したシステムとはまったく異なる新世

代の画期的なプール循環ろ過システムとして、この「メガフローF シリーズ」を販売してい

く方針です。 
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１、製品概要 

（１） 品名：「メガフローF シリーズ」 
（２） カートリッジ：中空糸膜     ― 親水化ポリスルフォン、孔径 2.5 ミクロン 
           寸法        ― 9ｃｍ ｘ 50ｃｍ 
           有効ろ過面積 ― 3.3 ㎡／本  
（３） 本体ろ過ユニット：材質  ― ステンレス 
             寸法  ― 415（W）ｘ1130（D）ｘ1380（H）他 
             重量  ― 175ｋｇ他 

２、「メガフローF シリーズ」の主な特長 
（１）高い透明度 

     濁りが極めて少ない透明な水質（濁度０．１未満）が得られる。 
（２）コンパクトなデザインで場所を取らない 
  従来のろ過装置に比べ非常にコンパクトなデザインになっており、設置スペー

スを取らない。 
（３）設置が簡単 

従来の装置が３～４トンもあるのに比べ１７５ｋｇと軽いため、搬入・据付が

簡単で工事費用も軽減できる。 
（４）簡単な操作 

     ろ過、洗浄などの主な運転は自動化されており、日常の機器管理もほとんど必

要ない。 
（５）低いランニングコスト 

     不純物の除去率がよいので循環ろ過回数が少なくて済み、電気代も大幅に削減

できる。また、逆洗はエアを用いるため逆洗時の排水量がわずかで、したがい

補給水量も少なくて済む。このため水資源の節約と上下水道代の大幅削減がで

きる。また、砂ろ過層などで消費される消毒剤の使用量も少なくて済む。 
（６） ろ材の廃棄処理が簡単 
   カートリッジを取り替えるだけで済む。従来は使用済みの砂・珪藻土の廃棄が

必要であった。 
３、展開先 

（１） 小学校・中学校・高等学校・大学などのプール 
（２） 公営施設のプール 
（３） 民間施設のプール など 

４、販売計画 
初年度  ５億円、 ３年後 ５０億円、 

５、製品についての問合せ先 
 株式会社クラレ 機能材料事業部 環境機器事業推進部 TEL 06-6348-2161 

以上 
この件についてのお問い合わせは、下記までお願いします。 
株式会社クラレ IR・広報室 （大阪）TEL 06-6348-2264 鶴崎 
              （東京）TEL 03-3277-3305 小山、河村 
 


